
次世代型蓄電システムを構築すべく設立
　当社は、革新的蓄電技術と発想力で未
来のエネルギー社会を切り拓くことを目
指す研究開発型エネルギー・ベンチャーで
す。私はこれまで、世界初となる角型
Ni-Cd電池の開発や、アメリカで立ち上げ
たベンチャー企業での医療用・衛星用等の
特殊リチウムイオン電池の開発を手掛け
てきました。それらの経験を活かし、東日

本大震災を機に、日本に戻って雇用を生み出したいとの思いか
ら、2011（平成23）年に設立しました。
　当社の強みは4つの革新技術にあります。まず、従来の負極
材料の3倍以上のエネルギー密度を有する、次世代リチウムイ
オン電池向けのシリコンカーボンコンポジット負極材が挙げら
れます。次に、次世代型ハイブリッド蓄電システム「バインド電
池(BIND Battery®）」は、自社の特許技術で種類の異なる蓄電
池を化学的に接続することにより、各蓄電池の特性を活かし相
乗的に性能を向上させたものです。リチウムイオン電池と鉛電
池による「バインド電池」は、高エネルギー・長寿命で安全性（耐
過充電性能）・耐環境性（低温特性）にも優れた蓄電池として、
2016（平成28）年から非常用電源や、電力供給の安定性が確
保しにくい地域などの独立電源システムに採用されています。
3つ目は、大電力回生のためのハイパワー・リチウムイオン電池
「ハイパー電池（HYPER Battery™）」。これはキャパシタ並みの
高率充放電特性を備えながら、キャパシタの20倍以上のエネ
ルギー密度を誇ります。
　そして「シャトル電池（SHUTTLE Battery™）」は、安価な鉄粉
と空気で動作する革新的蓄電池です。燃料電池とは異なり水
素の連続供給が不要でありながら、超高エネルギー密度を実
現することが可能です。当社設立当初より開発に着手し、数々
の課題解決を経て、2020（令和2）年からはいよいよスケール
アップの段階に入ります。
　電気エネルギーを例としてデータに置き換えると、高速に出し
入れできる「ハイパー電池」はUSBフラッシュドライブ、ある程度
の量を貯められる「バインド電池」はサーバー、大量に溜められて
安価に実現出来る「シャトル電池」はデータセンターのようなも
のです。これら3つすべての次世代型蓄電池の実現・浸透こそが、
エネルギー・システムの変革につながると考えています。

KICK入居企業としてのメリットを活かし飛躍を目指す
　2019（令和元）年には「ハイパー電池」の製品化に成功し、物

流支援ロボット用として
の出荷がスタートしまし
た。90秒間の充電で30
分の稼働が可能となり、
通常なら40％前後の稼
働率が、約95％と劇的に向上することが大きな特徴です。そし
て大きな期待を寄せているのが、2020年から販売を開始する
防災・減災用中型蓄電システム「BleuPOWER™」です。「バイン
ド電池」を搭載しており、マンションやオフィスの機能維持対策、
自治体や指定避難所の防災・減災対策、工場・商業施設のコス
ト・環境負荷軽減などに対応する製品で、大きな利点の一つと
して、鉛電池ユニットを増設することで、用途や規模に応じて蓄
電容量を安価に拡張できることが挙げられます。
　目下、これらの販路開拓に注力しているところですが、全国
各地を回る中で、「けいはんなオープンイノベーションセンター
（KICK）」のある関西文化学術研究都市の知名度の高さを実感
しました。このブランド力を支えとしながら、積極的に営業活動
を展開していきたいと考えています。またKICKに研究施設を
置くようになってから感じているメリットとして、他の入居企業
をはじめ京都の企業との連携の機会が得やすいことが挙げら
れます。「ハイパー電池」の開発・製造とも地域企業の協力を得
て進めており、2017（平成29）年には本社もKICKに移転しまし
た。目指すのは、「シャトル電池」を軸に、3つの蓄電池技術を用
途に応じて組み合わせた電力ネットワークを構築し、自然エネ
ルギーを利用した環境調和型の社会インフラの構築に貢献す
ることです。その実現に向けて、今後もKICKの利点を最大限に
活かし、新たな2つの製品の販
路拡大と「シャトル電池」製品化
にまい進していきたいと思って
います。

代表取締役　塚本 壽氏

防災・減災用中型蓄電システムの製品化で
事業展開を加速

CONNEXX SYSTEMS株式会社
https://www.connexxsys.com/

Comp a n y  P r o f i l e
●代表取締役／塚本 壽
●所　在　地／京都府相楽郡精華町精華台7-5-1
　　　　　　　けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）
●電　　　話／0774-66-6440
●設　　　立／2011（平成23）年8月24日
●事 業 内 容／次世代型発蓄電システムの開発、製造、販売、企画設計、
　　　　　　　システム・インテグレーション

テーマパークのキャラクターから
博物館の展示物まで、あらゆる立体造形物を制作
　当社は、造形業界において“造形屋”と呼ばれる美術造形物
の制作会社です。テーマパークやアミューズメント施設、舞台、
店舗などに設置するキャラクターやオブジェ、造形壁、立体看
板から博物館の複製品、造形芸術家の活動への協力に至るま
で、大小様々な立体造形物を手掛けてきました。

　“造形屋”としての当社の大きな特徴は、業界でもいち早く
CNC（コンピュータ数値制御）工作機と3Dプリンターを導入
し、デジタルに移行した点にあります。私自身が造形制作に携
わるようになった20数年前はEPS（発泡スチロール）の塊を包
丁や熱線で削り出し、サンドペーパーで仕上げるなど、手作業
による制作が一般的で、造形物のチェックの度に顧客に足を運
んでいただき、その度ごとに実物を修正していました。
　その膨大な時間と手間を削減したいと考え、海外での実例
を参考に自分たちでボール盤（穴をあけるための工作機械）を
改造し、CNC工作機の第1号機を完成させたのが2008（平成
20）年頃のことです。その2年後には図面通りに削り出すこと
ができるようになりました。この結果、3Dデータから算出した
正確な平米数に基づく見積書を作成できるようになり、また、
サイズや形状、ディテールな
どのスピーディーな確認・変
更が行えるようになりまし
た。2011（平成23）年にＦＥＳ
（フェス）株式会社を設立し、
これらを強みとして、業績を
順調に伸ばしてきました。直
近の引き合い件数も、2017
（平成29）年は約600件、
2018（平成30）年には約
800件に達していますが、一
方で当社の課題も浮き彫り
になってきました。

「専門家派遣事業」の活用により
当社の課題を解決していくための道筋が明確化
　当社の課題の一つは、より適正な見積書の作成です。仕様や
工法、工程に応じた基準単価と造形物を構成するパーツ数など
によって変動する難易度、求められる芸術的な美醜判断要素に
応じた加算率の数値化などが十分に見積書に反映されておら
ず、顧客に納得いただき、かつ当社が適正な利益を得られる価
格設定となっていないのが現状です。
　併せて、見積金額に基づき作業進度をコントロールする仕組
みや、複数の案件を並行して進める中での優先順位、納期達成
に必要な人員数の明確化を行うことも重要であり、これら全て
を実現できる生産進度総合管理システムを専門家の指導のも
と、今年中の稼働を目指し、構築しているところです。
　また、今年5月から推進している社員の意識・意欲向上を目
的とした人事制度の確立も当社の課題の一つです。この課題
に関しても同専門家にご協力いただき、職務設計・評価制度・職
能及び役割等級設計・賃金制度設計・賞与制度設計に取り組ん
でいます。
　今回の「専門家派遣事業」の利用では、当社が課題を克服す
るために何をやるべきかが見えてきたことが最大の収穫だと
いえます。
　現在の目標は、生
産進度総合管理シス
テムと人事制度を確
立した上で人材の採
用・育成を積極的に
行い、2025（令和７）
年に開催予定の大
阪万博に向けて見
込まれる需要に対応
可能な体制を整えることです。並行して、建築基準法に適合し
た不燃材料用の3Dプリンターや大型3Dプリンターなど、世
界の潮流でもあるアディティブ・マニュファクチャリング（3D
プリンティング技術による積層造形技術による製造方式）の
積極的な導入を通じて、造形業界における競争力のさらなる
向上に努めていきたいと考えています。
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“けいはんな”発、元気企業
けいはんな支所では、ビジネスマッチング等の財団事業の窓口として、地域内の企業をサポートし
ています。「“けいはんな”発、元気企業」シリーズでは、“けいはんな”で生まれチャレンジし続ける
企業や他の地域からけいはんなに移転された元気な企業の代表者にお話を伺います。

取  材

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 けいはんな支所　TEL：0774-95-2220  E-mail：kick@ki21.jp
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Comp a n y  P r o f i l e
●代表取締役／木村 真束
●所　在　地／京都市左京区北白川南ケ原町1-388
●電　　　話／075-585-4355　　●設　　　立／2011（平成23）年１月13日
●事 業 内 容／造形物の制作設計施工

https://fes.kyoto.jp/
FES株式会社「専門家派遣事業」を積極的に活用し、

生産進度総合管理システムと人事制度の確立を推進

支援企業紹介
2019（令和元）年4月からスタートした「京都の未来を拓く次世代産業人材活躍プロジェクト」は、質の高い安定的な正規雇用の創
出に向けてオール京都体制で推進しています。本プロジェクトの「専門家派遣事業」を活用し、AI・IoT等の活用による業務プロセ
スの改善や生産性向上、働き方改革に取り組む企業を紹介します。

取  材京都の未来を拓く次世代産業人材活躍プロジェクト

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 産業人材育成・雇用創出推進センター　TEL：075-315-9350  E-mail：jisedaip@ki21.jp

2019（令和元）年に手掛けた、映画のPRとして新宿駅地下に展示された立体ポスター

2016（平成28）年には、映画宣伝トラッ
クに載せる全長約7mのキャラクターを
制作。3Dスキャニング、3Dデータ作成か
らCNC工作機による切削、彩色までを一
貫して請け負う

3Dモデリング・3Dスキャニング・
3Dプリント事業を展開

ロボット稼働率の飛躍的な向上を実現する
“ちょこちょこ充電”が可能な「ハイパー電池」。

本体に、非常時用の蓄電装置として鉛電
池ユニットを増設することが可能で、最
大で容量211kWhまで拡張できる
「BleuPOWER™」。太陽光発電と連携
させれば、平常時は太陽光で発電した電
力を消費して余剰電力を貯め、電力ピー
ク時に放電することが可能。


